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被 告 製 品 目 録 

 

１－１〈被告蓋体１〉 

（１）被告製品に係る品番を「４５４０」とする容器に使用されている蓋体 

（２）被告蓋体１の構成 

ａ 食材を収容するとともに該食材を加熱可能な容器の胴体部の開口部を閉

塞する平面視略円形の蓋体であって， 

ｂ 前記蓋体の外周輪郭形状を定めるとともに，前記容器の前記開口部を形

成する前記容器の縁部と嵌合する周縁領域と， 

ｃ 該周縁領域に囲まれる領域の内部の周縁領域と隣接した位置に，隆起す

る平面視略円形の一の領域を備え， 

ｄ 前記一の領域は，前記容器内の流体を排出可能な穴部と，該穴部を閉塞

可能な突起部を備えるフラップ部を備え， 

ｅ 該フラップ部は，前記一の領域に一体的に接続する基端部を備えるとと

もに，該基端部を軸に回動し， 

ｆ 前記フラップ部の先端部は，前記周縁領域の外縁に到達しておらず， 

ｇ 前記フラップ部の前記基端部は，前記フラップ部の前記先端部よりも前

記蓋体の中心位置から近い位置に配され， 

ｈ 前記一の領域が，前記フラップ部を収容する凹領域を備え， 

ｉ 前記凹領域は前記一の領域上面の周縁部に接続している 

ｊ 蓋体 

（３）被告蓋体１の寸法 

 直径約１１５ｍｍである。 

 

２－１〈被告蓋体２〉 

（１）被告製品に係る品番を「４５４１」とする容器に使用されている蓋体 
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（２）被告蓋体２の構成 

ａ 食材を収容するとともに該食材を加熱可能な容器の胴体部の開口部を閉

塞する平面視略円形の蓋体であって， 

ｂ 前記蓋体の外周輪郭形状を定めるとともに，前記容器の前記開口部を形

成する前記容器の縁部と嵌合する周縁領域と， 

ｃ 該周縁領域に囲まれる領域の内部の周縁領域と隣接した位置に，隆起す

る平面視略円形の一の領域を備え， 

ｄ 前記一の領域は，前記容器内の流体を排出可能な穴部と，該穴部を閉塞

可能な突起部を備えるフラップ部を備え， 

ｅ 該フラップ部は，前記一の領域に一体的に接続する基端部を備えるとと

もに，該基端部を軸に回動し， 

ｆ 前記フラップ部の先端部は，前記周縁領域の外縁に到達しておらず， 

ｇ 前記フラップ部の前記基端部は，前記フラップ部の前記先端部よりも前

記蓋体の中心位置から近い位置に配され， 

ｈ 前記一の領域が，前記フラップ部を収容する凹領域を備え， 

ｉ 前記凹領域は前記一の領域上面の周縁部に接続している 

ｊ 蓋体 

（３）被告蓋体２の寸法 

 直径約１４０ｍｍである。 

 

３－１〈被告蓋体３〉 

（１）被告製品に係る品番を「４５４２」とする容器に使用されている蓋体 

（２）被告蓋体３の構成 

ａ 食材を収容するとともに該食材を加熱可能な容器の胴体部の開口部を閉

塞する平面視略円形の蓋体であって， 

ｂ 前記蓋体の外周輪郭形状を定めるとともに，前記容器の前記開口部を形
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成する前記容器の縁部と嵌合する周縁領域と， 

ｃ 該周縁領域に囲まれる領域の内部の周縁領域と隣接した位置に，隆起す

る平面視略円形の一の領域を備え， 

ｄ 前記一の領域は，前記容器内の流体を排出可能な穴部と，該穴部を閉塞

可能な突起部を備えるフラップ部を備え， 

ｅ 該フラップ部は，前記一の領域に一体的に接続する基端部を備えるとと

もに，該基端部を軸に回動し， 

ｆ 前記フラップ部の先端部は，前記周縁領域の外縁に到達しておらず， 

ｇ 前記フラップ部の前記基端部は，前記フラップ部の前記先端部よりも前

記蓋体の中心位置から近い位置に配され， 

ｈ 前記一の領域が，前記フラップ部を収容する凹領域を備え， 

ｉ 前記凹領域は前記一の領域上面の周縁部に接続している 

ｊ 蓋体 

（３）被告蓋体３の寸法 

 直径約１６４ｍｍである。 

（４）図面の説明 

・図１は被告蓋体３の斜視図である。 

・図２は被告蓋体３の平面図である。 

・図３は被告蓋体３の断面図である。 

・図４は被告蓋体３のフラップ部の周囲の断面図である。 

・図５は被告蓋体３のフラップ部の基端部の構造を示す拡大図である。 
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４－１〈被告蓋体４〉 

（１）被告製品に係る品番を「４５４３」とする容器に使用されている蓋体 

（２）被告蓋体４の構成 

ａ 食材を収容するとともに該食材を加熱可能な容器の胴体部の開口部を閉

塞する平面視略長方形の蓋体であって， 

ｂ 前記蓋体の外周輪郭形状を定めるとともに，前記容器の前記開口部を形

成する前記容器の縁部と嵌合する周縁領域と， 
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ｃ 該周縁領域に囲まれる領域の内部の周縁領域と隣接した位置に，隆起す

る平面視略長方形の一の領域を備え， 

ｄ 前記一の領域は，前記容器内の流体を排出可能な穴部と，該穴部を閉塞

可能な突起部を備えるフラップ部を備え， 

ｅ 該フラップ部は，前記一の領域に一体的に接続する基端部を備えるとと

もに，該基端部を軸に回動し， 

ｆ 前記フラップ部の先端部は，前記周縁領域の外縁に到達しておらず， 

ｇ 前記フラップ部の前記基端部は，前記フラップ部の前記先端部よりも前

記蓋体の中心位置から近い位置に配され， 

ｈ 前記一の領域が，前記フラップ部を収容する凹領域を備え， 

ｉ 前記凹領域は前記一の領域上面の周縁部に接続している 

ｊ 蓋体 

（３）被告蓋体４の寸法 

 縦約９６ｍｍ，横約１６２ｍｍ（持ち手部分の長さを含む）の平面視略長方

形である。 

 
５－１〈被告蓋体５〉 

（１）被告製品に係る品番を「４５４４」とする容器に使用されている蓋体 

（２）被告蓋体５の構成 

ａ 食材を収容するとともに該食材を加熱可能な容器の胴体部の開口部を閉

塞する平面視略長方形の蓋体であって， 

ｂ 前記蓋体の外周輪郭形状を定めるとともに，前記容器の前記開口部を形

成する前記容器の縁部と嵌合する周縁領域と， 

ｃ 該周縁領域に囲まれる領域の内部の周縁領域と隣接した位置に，隆起す

る平面視略長方形の一の領域を備え， 

ｄ 前記一の領域は，前記容器内の流体を排出可能な穴部と，該穴部を閉塞
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可能な突起部を備えるフラップ部を備え， 

ｅ 該フラップ部は，前記一の領域に一体的に接続する基端部を備えるとと

もに，該基端部を軸に回動し， 

ｆ 前記フラップ部の先端部は，前記周縁領域の外縁に到達しておらず， 

ｇ 前記フラップ部の前記基端部は，前記フラップ部の前記先端部よりも前

記蓋体の中心位置から近い位置に配され， 

ｈ 前記一の領域が，前記フラップ部を収容する凹領域を備え， 

ｉ 前記凹領域は前記一の領域上面の周縁部に接続している 

ｊ 蓋体 

（３）被告蓋体５の寸法 

 縦約１１６ｍｍ，横約１８４ｍｍ（持ち手部分の長さを含む）の平面視略長

方形である。 

 

６－１〈被告蓋体６〉 

（１）被告製品に係る品番を「４５４５」とする容器に使用されている蓋体 

（２）被告蓋体６の構成 

ａ 食材を収容するとともに該食材を加熱可能な容器の胴体部の開口部を閉

塞する平面視略長方形の蓋体であって， 

ｂ 前記蓋体の外周輪郭形状を定めるとともに，前記容器の前記開口部を形

成する前記容器の縁部と嵌合する周縁領域と， 

ｃ 該周縁領域に囲まれる領域の内部の周縁領域と隣接した位置に，隆起す

る平面視略長方形の一の領域を備え， 

ｄ 前記一の領域は，前記容器内の流体を排出可能な穴部と，該穴部を閉塞

可能な突起部を備えるフラップ部を備え， 

ｅ 該フラップ部は，前記一の領域に一体的に接続する基端部を備えるとと

もに，該基端部を軸に回動し， 
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ｆ 前記フラップ部の先端部は，前記周縁領域の外縁に到達しておらず， 

ｇ 前記フラップ部の前記基端部は，前記フラップ部の前記先端部よりも前

記蓋体の中心位置から近い位置に配され， 

ｈ 前記一の領域が，前記フラップ部を収容する凹領域を備え， 

ｉ 前記凹領域は前記一の領域上面の周縁部に接続している 

ｊ 蓋体 

（３）被告蓋体６の寸法 

 縦約１２５ｍｍ，横約２００ｍｍ（持ち手部分の長さを含む）の平面視略長

方形である。 

（４）図面の説明 

・図１は被告蓋体６の斜視図である。 

・図２は被告蓋体６の平面図である。 

・図３は被告蓋体６の断面図である。 

・図４は被告蓋体６のフラップ部の周囲の断面図である。 

・図５は被告蓋体６のフラップ部の基端部の構造を示す拡大図である。 
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７－１〈被告蓋体７〉 

（１）被告製品に係る品番を「４２７３」とする容器に使用されている蓋体 

（２）被告蓋体７の構成 

ａ 食材を収容するとともに該食材を加熱可能な容器の胴体部の開口部を閉

塞する平面視略円形の蓋体であって， 

ｂ 前記蓋体の外周輪郭形状を定めるとともに，前記容器の前記開口部を形

成する前記容器の縁部と嵌合する周縁領域と， 
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ｃ 該周縁領域に囲まれる領域の内部の周縁領域から離間した位置に，隆起

する平面視略円形の一の領域を備え， 

ｄ 前記一の領域は，前記容器内の流体を排出可能な穴部と，該穴部を閉塞

可能な突起部を備えるフラップ部を備え， 

ｅ 該フラップ部は，前記一の領域に一体的に接続する基端部を備えるとと

もに，該基端部を軸に回動し， 

ｆ 前記フラップ部の先端部は，前記周縁領域の外縁に到達しておらず， 

ｇ 前記フラップ部の前記基端部は，前記フラップ部の前記先端部よりも前

記蓋体の中心位置から近い位置に配され， 

ｈ 前記一の領域が，前記フラップ部を収容する凹領域を備え， 

ｉ 前記凹領域は前記一の領域上面の周縁部に接続している 

ｊ 蓋体 

（３）被告蓋体７の寸法 

 直径約８８ｍｍである。 

 

８－１〈被告蓋体８〉 

（１）被告製品に係る品番を「４２７４」とする容器に使用されている蓋体 

（２）被告蓋体８の構成 

ａ 食材を収容するとともに該食材を加熱可能な容器の胴体部の開口部を閉

塞する平面視略円形の蓋体であって， 

ｂ 前記蓋体の外周輪郭形状を定めるとともに，前記容器の前記開口部を形

成する前記容器の縁部と嵌合する周縁領域と， 

ｃ 該周縁領域に囲まれる領域の内部の周縁領域から離間した位置に，隆起

する平面視略円形の一の領域を備え， 

ｄ 前記一の領域は，前記容器内の流体を排出可能な穴部と，該穴部を閉塞

可能な突起部を備えるフラップ部を備え， 
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ｅ 該フラップ部は，前記一の領域に一体的に接続する基端部を備えるとと

もに，該基端部を軸に回動し， 

ｆ 前記フラップ部の先端部は，前記周縁領域の外縁に到達しておらず， 

ｇ 前記フラップ部の前記基端部は，前記フラップ部の前記先端部よりも前

記蓋体の中心位置から近い位置に配され， 

ｈ 前記一の領域が，前記フラップ部を収容する凹領域を備え， 

ｉ 前記凹領域は前記一の領域上面の周縁部に接続している 

ｊ 蓋体 

（３）被告蓋体８の寸法 

 直径約１１０ｍｍである。 

 

９－１〈被告蓋体９〉 

（１）被告製品に係る品番を「４２７５」とする容器に使用されている蓋体 

（２）被告蓋体９の構成 

ａ 食材を収容するとともに該食材を加熱可能な容器の胴体部の開口部を閉

塞する平面視略円形の蓋体であって， 

ｂ 前記蓋体の外周輪郭形状を定めるとともに，前記容器の前記開口部を形

成する前記容器の縁部と嵌合する周縁領域と， 

ｃ 該周縁領域に囲まれる領域の内部の周縁領域から離間した位置に，隆起

する平面視略円形の一の領域を備え， 

ｄ 前記一の領域は，前記容器内の流体を排出可能な穴部と，該穴部を閉塞

可能な突起部を備えるフラップ部を備え， 

ｅ 該フラップ部は，前記一の領域に一体的に接続する基端部を備えるとと

もに，該基端部を軸に回動し， 

ｆ 前記フラップ部の先端部は，前記周縁領域の外縁に到達しておらず， 

ｇ 前記フラップ部の前記基端部は，前記フラップ部の前記先端部よりも前
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記蓋体の中心位置から近い位置に配され， 

ｈ 前記一の領域が，前記フラップ部を収容する凹領域を備え， 

ｉ 前記凹領域は前記一の領域上面の周縁部に接続している 

ｊ 蓋体 

（３）被告蓋体９の寸法 

 直径約１２４ｍｍである。 

（４）図面の説明 

・図１は被告蓋体９の斜視図である。 

・図２は被告蓋体９の平面図である。 

・図３は被告蓋体９の断面図である。 

・図４は被告蓋体９のフラップ部の周囲の断面図である。 

・図５は被告蓋体９のフラップ部の基端部の構造を示す拡大図である。 
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１０－１〈被告蓋体１０〉 

（１）被告製品に係る品番を「４２６９」とする容器に使用されている蓋体 

（２）被告蓋体１０の構成 

ａ 食材を収容するとともに該食材を加熱可能な容器の胴体部の開口部を閉

塞する平面視略長方形の蓋体であって， 

ｂ 前記蓋体の外周輪郭形状を定めるとともに，前記容器の前記開口部を形

成する前記容器の縁部と嵌合する周縁領域と， 

ｃ 該周縁領域に囲まれる領域の内部の周縁領域から離間した位置に，隆起

する平面視略長方形の一の領域を備え， 

ｄ 前記一の領域は，前記容器内の流体を排出可能な穴部と，該穴部を閉塞

可能な突起部を備えるフラップ部を備え， 

ｅ 該フラップ部は，前記一の領域に一体的に接続する基端部を備えるとと
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もに，該基端部を軸に回動し， 

ｆ 前記フラップ部の先端部は，前記周縁領域の外縁に到達しておらず， 

ｇ 前記フラップ部の前記基端部は，前記フラップ部の前記先端部よりも前

記蓋体の中心位置から近い位置に配され， 

ｈ 前記一の領域が，前記フラップ部を収容する凹領域を備え， 

ｉ 前記凹領域は前記一の領域上面の周縁部に接続している 

ｊ 蓋体 

（３）被告蓋体１０の寸法 

 縦約８０ｍｍ，横約１１５ｍｍ（持ち手部分の長さを含まない）の平面視略

長方形である。 

 

１１－１〈被告蓋体１１〉 

（１）被告製品に係る品番を「４２７０」とする容器に使用されている蓋体 

（２）被告蓋体１１の構成 

ａ 食材を収容するとともに該食材を加熱可能な容器の胴体部の開口部を閉

塞する平面視略長方形の蓋体であって， 

ｂ 前記蓋体の外周輪郭形状を定めるとともに，前記容器の前記開口部を形

成する前記容器の縁部と嵌合する周縁領域と， 

ｃ 該周縁領域に囲まれる領域の内部の周縁領域から離間した位置に，隆起

する平面視略長方形の一の領域を備え， 

ｄ 前記一の領域は，前記容器内の流体を排出可能な穴部と，該穴部を閉塞

可能な突起部を備えるフラップ部を備え， 

ｅ 該フラップ部は，前記一の領域に一体的に接続する基端部を備えるとと

もに，該基端部を軸に回動し， 

ｆ 前記フラップ部の先端部は，前記周縁領域の外縁に到達しておらず， 

ｇ 前記フラップ部の前記基端部は，前記フラップ部の前記先端部よりも前
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記蓋体の中心位置から近い位置に配され， 

ｈ 前記一の領域が，前記フラップ部を収容する凹領域を備え， 

ｉ 前記凹領域は前記一の領域上面の周縁部に接続している 

ｊ 蓋体 

（３）被告蓋体１１の寸法 

 縦約９４ｍｍ，横約１３３ｍｍ（持ち手部分の長さを含まない）の平面視略

長方形である。 

 

１２－１〈被告蓋体１２〉 

（１）被告製品に係る品番を「４２７１」とする容器に使用されている蓋体 

（２）被告蓋体１２の構成 

ａ 食材を収容するとともに該食材を加熱可能な容器の胴体部の開口部を閉

塞する平面視略長方形の蓋体であって， 

ｂ 前記蓋体の外周輪郭形状を定めるとともに，前記容器の前記開口部を形

成する前記容器の縁部と嵌合する周縁領域と， 

ｃ 該周縁領域に囲まれる領域の内部の周縁領域から離間した位置に，隆起

する平面視略長方形の一の領域を備え， 

ｄ 前記一の領域は，前記容器内の流体を排出可能な穴部と，該穴部を閉塞

可能な突起部を備えるフラップ部を備え， 

ｅ 該フラップ部は，前記一の領域に一体的に接続する基端部を備えるとと

もに，該基端部を軸に回動し， 

ｆ 前記フラップ部の先端部は，前記周縁領域の外縁に到達しておらず， 

ｇ 前記フラップ部の前記基端部は，前記フラップ部の前記先端部よりも前

記蓋体の中心位置から近い位置に配され， 

ｈ 前記一の領域が，前記フラップ部を収容する凹領域を備え， 

ｉ 前記凹領域は前記一の領域上面の周縁部に接続している 
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ｊ 蓋体 

（３）被告蓋体１２の寸法 

 縦約１０８ｍｍ，横約１５５ｍｍ（持ち手部分の長さを含まない）の平面視

略長方形である。 

 

１３－１〈被告蓋体１３〉 

（１）被告製品に係る品番を「４２７２」とする容器に使用されている蓋体 

（２）被告蓋体１３の構成 

ａ 食材を収容するとともに該食材を加熱可能な容器の胴体部の開口部を閉

塞する平面視略長方形の蓋体であって， 

ｂ 前記蓋体の外周輪郭形状を定めるとともに，前記容器の前記開口部を形

成する前記容器の縁部と嵌合する周縁領域と， 

ｃ 該周縁領域に囲まれる領域の内部の周縁領域から離間した位置に，隆起

する平面視略長方形の一の領域を備え， 

ｄ 前記一の領域は，前記容器内の流体を排出可能な穴部と，該穴部を閉塞

可能な突起部を備えるフラップ部を備え， 

ｅ 該フラップ部は，前記一の領域に一体的に接続する基端部を備えるとと

もに，該基端部を軸に回動し， 

ｆ 前記フラップ部の先端部は，前記周縁領域の外縁に到達しておらず， 

ｇ 前記フラップ部の前記基端部は，前記フラップ部の前記先端部よりも前

記蓋体の中心位置から近い位置に配され， 

ｈ 前記一の領域が，前記フラップ部を収容する凹領域を備え， 

ｉ 前記凹領域は前記一の領域上面の周縁部に接続している 

ｊ 蓋体 

（３）被告蓋体１３の寸法 

 縦約１１８ｍｍ，横約１６８ｍｍ（持ち手部分の長さを含まない）の平面視
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略長方形である。 

（４）図面の説明 

・図１は被告蓋体１３の斜視図である。 

・図２は被告蓋体１３の平面図である。 

・図３は被告蓋体１３の断面図である。 

・図４は被告蓋体１３のフラップ部の周囲の断面図である。 

・図５は被告蓋体１３のフラップ部の基端部の構造を示す拡大図である。 
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１－２〈被告容器１〉 

（１）被告製品に係る品番を「４５４０」とする容器 

（２）被告容器１の構成 

ａ 食材を収容する一端有底筒状の容器胴体部と，該容器胴体部の開口部を

閉塞する平面視略円形の蓋体からなるとともに前記食材を加熱可能な容器

であって， 

ｂ 前記蓋体が，該蓋体の外周輪郭形状を定めるとともに，前記容器の前記

開口部を形成する前記容器の縁部と嵌合する周縁領域と， 

ｃ 該周縁領域に囲まれる領域の内部の周縁領域と隣接した位置に，隆起す
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る平面視略円形の一の領域を備え， 

ｄ 前記一の領域は，前記容器内の流体を排出可能な穴部と，該穴部を閉塞

可能な突起部を備えるフラップ部を備え， 

ｅ 該フラップ部は，前記一の領域に一体的に接続する基端部を備えるとと

もに，該基端部を軸に回動し， 

ｆ 前記フラップ部の先端部は，前記周縁領域の外縁に到達しておらず， 

ｇ 前記フラップ部の前記基端部は，前記フラップ部の前記先端部よりも前

記蓋体の中心位置から近い位置に配され， 

ｈ 前記一の領域が，前記フラップ部を収容する凹領域を備え， 

ｉ 前記凹領域は前記一の領域上面の周縁部に接続している 

ｊ 容器 

（３）被告容器１の寸法・容量 

 蓋体は，直径約１１５ｍｍの平面視略円形である。容量は２９０ｍｌである。 

 
２－２〈被告容器２〉 

（１）被告製品に係る品番を「４５４１」とする容器 

（２）被告容器２の構成 

ａ 食材を収容する一端有底筒状の容器胴体部と，該容器胴体部の開口部を

閉塞する平面視略円形の蓋体からなるとともに前記食材を加熱可能な容器

であって， 

ｂ 前記蓋体が，該蓋体の外周輪郭形状を定めるとともに，前記容器の前記

開口部を形成する前記容器の縁部と嵌合する周縁領域と， 

ｃ 該周縁領域に囲まれる領域の内部の周縁領域と隣接した位置に，隆起す

る平面視略円形の一の領域を備え， 

ｄ 前記一の領域は，前記容器内の流体を排出可能な穴部と，該穴部を閉塞

可能な突起部を備えるフラップ部を備え， 
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ｅ 該フラップ部は，前記一の領域に一体的に接続する基端部を備えるとと

もに，該基端部を軸に回動し， 

ｆ 前記フラップ部の先端部は，前記周縁領域の外縁に到達しておらず， 

ｇ 前記フラップ部の前記基端部は，前記フラップ部の前記先端部よりも前

記蓋体の中心位置から近い位置に配され， 

ｈ 前記一の領域が，前記フラップ部を収容する凹領域を備え， 

ｉ 前記凹領域は前記一の領域上面の周縁部に接続している 

ｊ 容器 

（３）被告容器２の寸法・容量 

 蓋体は，直径約１４０ｍｍの平面視略円形である。容量は４９０ｍｌである。 

 
３－２〈被告容器３〉 

（１）被告製品に係る品番を「４５４２」とする容器 

（２）被告容器３の構成 

ａ 食材を収容する一端有底筒状の容器胴体部と，該容器胴体部の開口部を

閉塞する平面視略円形の蓋体からなるとともに前記食材を加熱可能な容器

であって， 

ｂ 前記蓋体が，該蓋体の外周輪郭形状を定めるとともに，前記容器の前記

開口部を形成する前記容器の縁部と嵌合する周縁領域と， 

ｃ 該周縁領域に囲まれる領域の内部の周縁領域と隣接した位置に，隆起す

る平面視略円形の一の領域を備え， 

ｄ 前記一の領域は，前記容器内の流体を排出可能な穴部と，該穴部を閉塞

可能な突起部を備えるフラップ部を備え， 

ｅ 該フラップ部は，前記一の領域に一体的に接続する基端部を備えるとと

もに，該基端部を軸に回動し， 

ｆ 前記フラップ部の先端部は，前記周縁領域の外縁に到達しておらず， 
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ｇ 前記フラップ部の前記基端部は，前記フラップ部の前記先端部よりも前

記蓋体の中心位置から近い位置に配され， 

ｈ 前記一の領域が，前記フラップ部を収容する凹領域を備え， 

ｉ 前記凹領域は前記一の領域上面の周縁部に接続している 

ｊ 容器 

（３）被告容器３の寸法・容量 

 蓋体は，直径約１６４ｍｍの平面視略円形である。容量は９００ｍｌである。 

（４）図面の説明 

・図１は被告容器３の斜視図である。 

・図２は被告容器３の平面図である。 

・図３は被告容器３の断面図である。 

・図４は被告容器３の蓋体の断面図である。 

・図５は被告容器３の蓋体のフラップ部の周囲の断面図である。 

・図６は被告容器３の蓋体のフラップ部の基端部の構造を示す拡大図である。 
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４－２〈被告容器４〉 
（１）被告製品に係る品番を「４５４３」とする容器 

（２）被告容器４の構成 

ａ 食材を収容する一端有底筒状の容器胴体部と，該容器胴体部の開口部を

閉塞する平面視略長方形の蓋体からなるとともに前記食材を加熱可能な容

器であって， 

ｂ 前記蓋体が，該蓋体の外周輪郭形状を定めるとともに，前記容器の前記
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開口部を形成する前記容器の縁部と嵌合する周縁領域と， 

ｃ 該周縁領域に囲まれる領域の内部の周縁領域と隣接した位置に，隆起す

る平面視略長方形の一の領域を備え， 

ｄ 前記一の領域は，前記容器内の流体を排出可能な穴部と，該穴部を閉塞

可能な突起部を備えるフラップ部を備え， 

ｅ 該フラップ部は，前記一の領域に一体的に接続する基端部を備えるとと

もに，該基端部を軸に回動し， 

ｆ 前記フラップ部の先端部は，前記周縁領域の外縁に到達しておらず， 

ｇ 前記フラップ部の前記基端部は，前記フラップ部の前記先端部よりも前

記蓋体の中心位置から近い位置に配され， 

ｈ 前記一の領域が，前記フラップ部を収容する凹領域を備え， 

ｉ 前記凹領域は前記一の領域上面の周縁部に接続している 

ｊ 容器 

（３）被告容器４の寸法・容量 

 蓋体は，縦約９６ｍｍ，横約１６２ｍｍ（持ち手部分の長さを含む）の平面

視略長方形である。容量は２７０ｍｌである。 

 
５－２〈被告容器５〉 

（１）被告製品に係る品番を「４５４４」とする容器 

（２）被告容器５の構成 

ａ 食材を収容する一端有底筒状の容器胴体部と，該容器胴体部の開口部を

閉塞する平面視略長方形の蓋体からなるとともに前記食材を加熱可能な容

器であって， 

ｂ 前記蓋体が，該蓋体の外周輪郭形状を定めるとともに，前記容器の前記

開口部を形成する前記容器の縁部と嵌合する周縁領域と， 

ｃ 該周縁領域に囲まれる領域の内部の周縁領域と隣接した位置に，隆起す

 33



る平面視略長方形の一の領域を備え， 

ｄ 前記一の領域は，前記容器内の流体を排出可能な穴部と，該穴部を閉塞

可能な突起部を備えるフラップ部を備え， 

ｅ 該フラップ部は，前記一の領域に一体的に接続する基端部を備えるとと

もに，該基端部を軸に回動し， 

ｆ 前記フラップ部の先端部は，前記周縁領域の外縁に到達しておらず， 

ｇ 前記フラップ部の前記基端部は，前記フラップ部の前記先端部よりも前

記蓋体の中心位置から近い位置に配され， 

ｈ 前記一の領域が，前記フラップ部を収容する凹領域を備え， 

ｉ 前記凹領域は前記一の領域上面の周縁部に接続している 

ｊ 容器 

（３）被告容器５の寸法・容量 

 蓋体は，縦約１１６ｍｍ，横約１８４ｍｍ（持ち手部分の長さを含む）の平

面視略長方形である。容量は４５０ｍｌである。 

 
６－２〈被告容器６〉 

（１）被告製品に係る品番を「４５４５」とする容器 

（２）被告容器６の構成 

ａ 食材を収容する一端有底筒状の容器胴体部と，該容器胴体部の開口部を

閉塞する平面視略長方形の蓋体からなるとともに前記食材を加熱可能な容

器であって， 

ｂ 前記蓋体が，該蓋体の外周輪郭形状を定めるとともに，前記容器の前記

開口部を形成する前記容器の縁部と嵌合する周縁領域と， 

ｃ 該周縁領域に囲まれる領域の内部の周縁領域と隣接した位置に，隆起す

る平面視略長方形の一の領域を備え， 

ｄ 前記一の領域は，前記容器内の流体を排出可能な穴部と，該穴部を閉塞
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可能な突起部を備えるフラップ部を備え， 

ｅ 該フラップ部は，前記一の領域に一体的に接続する基端部を備えるとと

もに，該基端部を軸に回動し， 

ｆ 前記フラップ部の先端部は，前記周縁領域の外縁に到達しておらず， 

ｇ 前記フラップ部の前記基端部は，前記フラップ部の前記先端部よりも前

記蓋体の中心位置から近い位置に配され， 

ｈ 前記一の領域が，前記フラップ部を収容する凹領域を備え， 

ｉ 前記凹領域は前記一の領域上面の周縁部に接続している 

ｊ 容器 

（３）被告容器６の寸法・容量 

 蓋体は，縦約１２５ｍｍ，横約２００ｍｍ（持ち手部分の長さを含む）の平

面視略長方形である。容量は４５０ｍｌである。 

（４）図面の説明 

・図１は被告容器６の斜視図である。 

・図２は被告容器６の平面図である。 

・図３は被告容器６の断面図である。 

・図４は被告容器６の蓋体の断面図である。 

・図５は被告容器６の蓋体のフラップ部の周囲の断面図である。 

・図６は被告容器６の蓋体のフラップ部の基端部の構造を示す拡大図である。 
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７－２〈被告容器７〉 

（１）被告製品に係る品番を「４２７３」とする容器 

（２）被告容器７の構成 

ａ 食材を収容する一端有底筒状の容器胴体部と，該容器胴体部の開口部を

閉塞する平面視略円形の蓋体からなるとともに前記食材を加熱可能な容器

であって， 

ｂ 前記蓋体が，該蓋体の外周輪郭形状を定めるとともに，前記容器の前記
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開口部を形成する前記容器の縁部と嵌合する周縁領域と， 

ｃ 該周縁領域に囲まれる領域の内部の周縁領域から離間した位置に，隆起

する平面視略円形の一の領域を備え， 

ｄ 前記一の領域は，前記容器内の流体を排出可能な穴部と，該穴部を閉塞

可能な突起部を備えるフラップ部を備え， 

ｅ 該フラップ部は，前記一の領域に一体的に接続する基端部を備えるとと

もに，該基端部を軸に回動し， 

ｆ 前記フラップ部の先端部は，前記周縁領域の外縁に到達しておらず， 

ｇ 前記フラップ部の前記基端部は，前記フラップ部の前記先端部よりも前

記蓋体の中心位置から近い位置に配され， 

ｈ 前記一の領域が，前記フラップ部を収容する凹領域を備え， 

ｉ 前記凹領域は前記一の領域上面の周縁部に接続している 

ｊ 容器 

（３）被告容器７の寸法・容量 

 蓋体は，直径約８８ｍｍの平面視略円形である。容量は１５０ｍｌである。 

 

８－２〈被告容器８〉 

（１）被告製品に係る品番を「４２７４」とする容器 

（２）被告容器８の構成 

ａ 食材を収容する一端有底筒状の容器胴体部と，該容器胴体部の開口部を

閉塞する平面視略円形の蓋体からなるとともに前記食材を加熱可能な容器

であって， 

ｂ 前記蓋体が，該蓋体の外周輪郭形状を定めるとともに，前記容器の前記

開口部を形成する前記容器の縁部と嵌合する周縁領域と， 

ｃ 該周縁領域に囲まれる領域の内部の周縁領域から離間した位置に，隆起

する平面視略円形の一の領域を備え， 
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ｄ 前記一の領域は，前記容器内の流体を排出可能な穴部と，該穴部を閉塞

可能な突起部を備えるフラップ部を備え， 

ｅ 該フラップ部は，前記一の領域に一体的に接続する基端部を備えるとと

もに，該基端部を軸に回動し， 

ｆ 前記フラップ部の先端部は，前記周縁領域の外縁に到達しておらず， 

ｇ 前記フラップ部の前記基端部は，前記フラップ部の前記先端部よりも前

記蓋体の中心位置から近い位置に配され， 

ｈ 前記一の領域が，前記フラップ部を収容する凹領域を備え， 

ｉ 前記凹領域は前記一の領域上面の周縁部に接続している 

ｊ 容器 

（３）被告容器８の寸法・容量 

 蓋体は，直径約１１０ｍｍの平面視略円形である。容量は２７０ｍｌである。 

 

９－２〈被告容器９〉 

（１）被告製品に係る品番を「４２７５」とする容器 

（２）被告容器９の構成 

ａ 食材を収容する一端有底筒状の容器胴体部と，該容器胴体部の開口部を

閉塞する平面視略円形の蓋体からなるとともに前記食材を加熱可能な容器

であって， 

ｂ 前記蓋体が，該蓋体の外周輪郭形状を定めるとともに，前記容器の前記

開口部を形成する前記容器の縁部と嵌合する周縁領域と， 

ｃ 該周縁領域に囲まれる領域の内部の周縁領域から離間した位置に，隆起

する平面視略円形の一の領域を備え， 

ｄ 前記一の領域は，前記容器内の流体を排出可能な穴部と，該穴部を閉塞

可能な突起部を備えるフラップ部を備え， 

ｅ 該フラップ部は，前記一の領域に一体的に接続する基端部を備えるとと
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もに，該基端部を軸に回動し， 

ｆ 前記フラップ部の先端部は，前記周縁領域の外縁に到達しておらず， 

ｇ 前記フラップ部の前記基端部は，前記フラップ部の前記先端部よりも前

記蓋体の中心位置から近い位置に配され， 

ｈ 前記一の領域が，前記フラップ部を収容する凹領域を備え， 

ｉ 前記凹領域は前記一の領域上面の周縁部に接続している 

ｊ 容器 

（３）被告容器９の寸法・容量 

 蓋体は，直径約１２４ｍｍの平面視略円形である。容量は４００ｍｌである。 

（４）図面の説明 

・図１は被告容器９の斜視図である。 

・図２は被告容器９の平面図である。 

・図３は被告容器９の断面図である。 

・図４は被告容器９の蓋体の断面図である。 

・図５は被告容器９の蓋体のフラップ部の周囲の断面図である。 

・図６は被告容器９の蓋体のフラップ部の基端部の構造を示す拡大図である。 
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１０－２〈被告容器１０〉 

（１）被告製品に係る品番を「４２６９」とする容器 

（２）被告容器１０の構成 

ａ 食材を収容する一端有底筒状の容器胴体部と，該容器胴体部の開口部を

閉塞する平面視略長方形の蓋体からなるとともに前記食材を加熱可能な容

器であって， 

ｂ 前記蓋体が，該蓋体の外周輪郭形状を定めるとともに，前記容器の前記

開口部を形成する前記容器の縁部と嵌合する周縁領域と， 

ｃ 該周縁領域に囲まれる領域の内部の周縁領域から離間した位置に，隆起

 46



する平面視略長方形の一の領域を備え， 

ｄ 前記一の領域は，前記容器内の流体を排出可能な穴部と，該穴部を閉塞

可能な突起部を備えるフラップ部を備え， 

ｅ 該フラップ部は，前記一の領域に一体的に接続する基端部を備えるとと

もに，該基端部を軸に回動し， 

ｆ 前記フラップ部の先端部は，前記周縁領域の外縁に到達しておらず， 

ｇ 前記フラップ部の前記基端部は，前記フラップ部の前記先端部よりも前

記蓋体の中心位置から近い位置に配され， 

ｈ 前記一の領域が，前記フラップ部を収容する凹領域を備え， 

ｉ 前記凹領域は前記一の領域上面の周縁部に接続している 

ｊ 容器 

（３）被告容器１０の寸法・容量 

 蓋体は，縦約８０ｍｍ，横約１１５ｍｍ（持ち手部分の長さを含まない）の

平面視略長方形である。容量は１９０ｍｌである。 

 
１１－２〈被告容器１１〉 

（１）被告製品に係る品番を「４２７０」とする容器 

（２）被告容器１１の構成 

ａ 食材を収容する一端有底筒状の容器胴体部と，該容器胴体部の開口部を

閉塞する平面視略長方形の蓋体からなるとともに前記食材を加熱可能な容

器であって， 

ｂ 前記蓋体が，該蓋体の外周輪郭形状を定めるとともに，前記容器の前記

開口部を形成する前記容器の縁部と嵌合する周縁領域と， 

ｃ 該周縁領域に囲まれる領域の内部の周縁領域から離間した位置に，隆起

する平面視略長方形の一の領域を備え， 

ｄ 前記一の領域は，前記容器内の流体を排出可能な穴部と，該穴部を閉塞

 47



可能な突起部を備えるフラップ部を備え， 

ｅ 該フラップ部は，前記一の領域に一体的に接続する基端部を備えるとと

もに，該基端部を軸に回動し， 

ｆ 前記フラップ部の先端部は，前記周縁領域の外縁に到達しておらず， 

ｇ 前記フラップ部の前記基端部は，前記フラップ部の前記先端部よりも前

記蓋体の中心位置から近い位置に配され， 

ｈ 前記一の領域が，前記フラップ部を収容する凹領域を備え， 

ｉ 前記凹領域は前記一の領域上面の周縁部に接続している 

ｊ 容器 

（３）被告容器１１の寸法・容量 

 蓋体は，縦約９４ｍｍ，横約１３２ｍｍ（持ち手部分の長さを含まない）の

平面視略長方形である。容量は３００ｍｌである。 

 
１２－２〈被告容器１２〉 

（１）被告製品に係る品番を「４２７１」とする容器 

（２）被告容器１２の構成 

ａ 食材を収容する一端有底筒状の容器胴体部と，該容器胴体部の開口部を

閉塞する平面視略長方形の蓋体からなるとともに前記食材を加熱可能な容

器であって， 

ｂ 前記蓋体が，該蓋体の外周輪郭形状を定めるとともに，前記容器の前記

開口部を形成する前記容器の縁部と嵌合する周縁領域と， 

ｃ 該周縁領域に囲まれる領域の内部の周縁領域から離間した位置に，隆起

する平面視略長方形の一の領域を備え， 

ｄ 前記一の領域は，前記容器内の流体を排出可能な穴部と，該穴部を閉塞

可能な突起部を備えるフラップ部を備え， 

ｅ 該フラップ部は，前記一の領域に一体的に接続する基端部を備えるとと

 48



もに，該基端部を軸に回動し， 

ｆ 前記フラップ部の先端部は，前記周縁領域の外縁に到達しておらず， 

ｇ 前記フラップ部の前記基端部は，前記フラップ部の前記先端部よりも前

記蓋体の中心位置から近い位置に配され， 

ｈ 前記一の領域が，前記フラップ部を収容する凹領域を備え， 

ｉ 前記凹領域は前記一の領域上面の周縁部に接続している 

ｊ 容器 

（３）被告容器１２の寸法・容量 

 蓋体は，縦約１０８ｍｍ，横約１５５ｍｍ（持ち手部分の長さを含まない）

の平面視略長方形である。容量は５１０ｍｌである。 

 
１３－２〈被告容器１３〉 

（１）被告製品に係る品番を「４２７２」とする容器 

（２）被告容器１３の構成 

ａ 食材を収容する一端有底筒状の容器胴体部と，該容器胴体部の開口部を

閉塞する平面視略長方形の蓋体からなるとともに前記食材を加熱可能な容

器であって， 

ｂ 前記蓋体が，該蓋体の外周輪郭形状を定めるとともに，前記容器の前記

開口部を形成する前記容器の縁部と嵌合する周縁領域と， 

ｃ 該周縁領域に囲まれる領域の内部の周縁領域から離間した位置に，隆起

する平面視略長方形の一の領域を備え， 

ｄ 前記一の領域は，前記容器内の流体を排出可能な穴部と，該穴部を閉塞

可能な突起部を備えるフラップ部を備え， 

ｅ 該フラップ部は，前記一の領域に一体的に接続する基端部を備えるとと

もに，該基端部を軸に回動し， 

ｆ 前記フラップ部の先端部は，前記周縁領域の外縁に到達しておらず， 
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ｇ 前記フラップ部の前記基端部は，前記フラップ部の前記先端部よりも前

記蓋体の中心位置から近い位置に配され， 

ｈ 前記一の領域が，前記フラップ部を収容する凹領域を備え， 

ｉ 前記凹領域は前記一の領域上面の周縁部に接続している 

ｊ 容器 

（３）被告容器１３の寸法・容量 

 蓋体は，縦約１１８ｍｍ，横約１６８ｍｍ（持ち手部分の長さを含まない）

の平面視略長方形である。容量は６８０ｍｌである。 

（４）図面の説明 

・図１は被告容器１３の斜視図である。 

・図２は被告容器１３の平面図である。 

・図３は被告容器１３の断面図である。 

・図４は被告容器１３の蓋体の断面図である。 

・図５は被告容器１３の蓋体のフラップ部の周囲の断面図である。 

・図６は被告容器１３の蓋体のフラップ部の基端部の構造を示す拡大図である。 
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